
くらしのサポート推進チームによる高齢者の日常生活支援(京都府綾部市） 

○住民の身近な地域（旧町村単位）で、地域住民の生活ニーズと社会資源とをつなげるくらしのサ
ポート推進員の養成と設置をすすめ、社会福祉協議会のくらしのサポートコーディネーターととも
にチームで地域ケア体制づくりをすすめる。 

○社会への参加、住民との交流が途絶えがちで、生活上の福祉ニーズを抱えながら、支援を求める
術を知らない、持たないなどの孤立した（しがちな）高齢者を包括的に、継続的に支援する。 
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地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

①市区町村名 綾部市 

②人口（※１） ３６,０５２人 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上３３．７％ ７５歳以上１９．４％ （      ） 

① 取組の概要 住民の身近な地域（旧町村単位）で、地域住民の生活ニーズと社会資源とをつ

なげるくらしのサポート推進員の養成をすすめ、社会福祉協議会に設置した、

くらしのサポートコーディネーターとともに地域ケア体制づくりをすすめる。 

⑤取組の特徴 

 

１．生活・介護支援サポーターを対象に、くらしのサポート推進員の養成講座

を開催し、講義と演習を通して活動に必要な知識(関係機関の業務の理解)、技

能(面接技術、情報整理、伝え方のコツ)などを習得。 

２．くらしのサポート推進員養成講座修了者（地域のリーダー）と、生活・介

護支援サポーター、くらしのサポートコーディネーター(社協設置)を小学校区

単位で「くらしのサポートチーム」とし、高齢者への生活支援の機能を高める

取り組みを進めている。 

３．社会福祉協議会のサービス及び高齢者福祉サービス等を中心としたガイド

の活用。 

⑥開始年度 平成２４年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

①くらしのサポートコーディネーター２名を社会福祉協議会に設置。②くらし

のサポート推進員２４名を養成。 ③ ①②と生活・介護支援サポーターにて、

中学校区単位でつどいを実施し、チーム作りをすすめた。④ ②③で高齢者の

孤立解消と、いばしょづくりをすすめた。（傾聴活動、介護者サロン、足湯等） 

⑧主な利用者と人

数 

主な利用者：地域で孤立しがちな高齢者延べ１９２名への支援 

 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

実施主体：綾部市社会福祉協議会 

関連する団体：傾聴ボランティアグループ「かけはし」（１２）、介護者サロン

豊里つれづれの会（３）、足湯サポーター（１） （ ）は、所属する推進員数 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

綾部市から社会福祉法人綾部市社会福祉協議会へ事業を委託実施。 委託額

3402千円 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

平成２４年度京都府地域包括ケア総合交付金 3,402千円 

⑫取組の課題 １．６地区の中学校区すべてに推進員を設置すること（空白区１地区） 

２．くらしのサポート推進員と、支援の機能を持つ地域の機関との連携の強化 

⑬今後の取組予定 取組開始が平成 24年 10月であり、関係機関との連携はこれから本格的に行い、

高齢者の在宅生活を支えるために、新たな支援活動の開発に努めていきたい。 

⑭その他 平成２５年１月より委託された３圏域の地域包括支援センタ―とも連携をしな

がら事業を展開していく。 

⑮担当部署及び連

絡先 

綾部市高齢者介護課地域包括支援センター担当  

綾部市役所 ０７７３－４２－３２８０  

（委託先担当）社会福祉法人 綾部市社会福祉協議会 地域福祉係   

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載ください。 

京 都 府 

  

 



 

 


